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生活排水処理計画

事後評価

清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画
【地方創生汚水処理施設整備推進交付金】（内閣府）

整備中
（今回は対象外で、R3 事後評価（予定））

おかげさまの心を通じて交わるまちづくり（重点計画）

【社会資本整備総合交付金】（国土交通省）

H31.1.16 本審議会にて中間評価

R2.2.20 本審議会にて中間評価
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清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画（事後評価）

計画期間；平成27年度～令和元年度

事業費；5,565百万円

（ハード事業） （ソフト事業）

②小学校における汚水普及啓発

①地域コミュニティによる河川清掃①公共下水道事業 26,560ｍ

②個別設置型浄化槽整備事業
2,225基

取組み内容



清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画（事後評価）

ハード事業
①公共下水道事業
②個別設置型浄化槽整備事業

下水道管整備状況
マンホール整備状況
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①地域コミュニティ
による河川清掃

勢田川七夕大そうじ

清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画（事後評価）

国からの感謝状！

②小学校における
汚水普及啓発

ソフト事業



参考資料

清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画（事後評価）

指標

取組み内容

評価



事業の目標達成状況
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項目指標
（H25）
基準値

（H29）
中間目標値

（R1）
最終目標値 評価

中間実績値 最終実績値

1-1 汚水処理人口
普及率 （※）

65.7％
75.6％ 85.8％

×
74.3％ 78.1％

1-2 勢田川の水質改善
（BOD※）

4.7㎎/ℓ
4.0㎎/ℓ 3.0㎎/ℓ

×
5.4㎎/ℓ 3.6㎎/ℓ

1-3 伊勢神宮への
参拝者数（※）

804万人
800万人 800万人

○
880万人 973万人

※汚水処理人口普及率
＝ （下水道処理人口+合併処理浄化槽人口） / 行政区域内人口 × 100

※BODの値
微生物がよごれ（有機物など）をたべて消費する酸素の量で汚れの度合を示す指標の一つ
（生物化学的酸素要求量数値）

※伊勢神宮への参拝者数における基準値
基準値は、H24の調査結果を用いている。

清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画（事後評価）



(1-1 汚水処理人口普及率）

清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画（事後評価）

※汚水処理人口普及率
＝ （下水道処理人口+合併処理浄化槽人口） / 行政区域内人口 × 100
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ハード事業 目標 実績 達成率

①公共下水道事業 26,560ｍ 26,172ｍ 98.5%

②個別設置型浄化槽整備事業 2,225基 1,185基 53.3%
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清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画（事後評価）
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環境基準値

目標値
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清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画（事後評価）

（1-2 勢田川の水質改善） ※国土交通省ＨＰより抜粋

非導水時

導水時

伊勢市役所

（導水路平面図）

非導水時に比べ、導水時は水質が
改善されている。

～勢田川導水事業～
H5.10より稼働

宮川の水をポンプで汲み上げ、市街地を
流れる水路をとおって、勢田川へ流しています。



公共下水道事業は予定どおり整備を進めることができた一方、合併処理浄化
槽の申込み件数が少なかったため、汚水処理人口普及率の目標は達成すること
ができなかった。
また、河川の水質については、目標値には達しなかったが、環境基準値（BOD：
5.0mg/ℓ）を下回っており、水生生物調査も実施できるほど改善してきている。

清らかな森と水のまちづくり、いせの水環境再生計画（事後評価）

【自己評価】
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